
平成 22 年度 日本大学松戸歯学部同窓会 

生涯研修セミナー 

 

  抜歯即時埋入インプラントは、抜歯と同時のインプラント埋入により 1 回の外科処置で完

了し、ほとんどの場合、術後の疼痛や腫脹が認められず、治療期間は短期間で終了し、審美

領域においても審美性が獲得できるなど多くの利点を有している。 

今回、抜歯即時埋入インプラントの診査、および術式、失敗しないための勘所について、

臨床例を提示しながら解説する。                      

 

 林 揚春先生 経歴 

1979：日本大学松戸歯学部卒 1979〜1983IDA（国際デンタルアカデミー ）勤務 

1983〜1985：河津歯科医院勤務 1986 優ビル歯科医院 開業 

現在：医療法人社団秀飛会理事長 日本顎咬合学会指導医 所属,日本口腔インプラント学会  

日本顎咬合学会副会長 スタディクラブ大阪 SJCD所属 Zimmer dental 公認インストラクター 

活動：Zimmer dental spline インプラントアドバンスコース講師  

 

 

 

 

 

 

日  程 

日 時：平成 23年 2 月 26 日（土）午後 6 時 30 分～8時 30 分（午後 6時受付開始） 
会 場：ベルサール九段 〒102-0073 東京都千代田区九段北 1-8-10 

住友不動産九段ビル 4F 
定 員：先着１００名（定員になり次第締め切ります。） 
受講料：日大松戸歯学部・日大歯学部（同窓会員・学生）・・・・・ 無  料 
（当日徴収）同窓会員以外の方・・・・・・・・・・・・・・・・・5,000 円 
      他歯科大生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,000 円       
申 込 先：日本大学松戸歯学部同窓会    FAX：047－362－7272  
お問合せ先：日本大学松戸歯学部同窓会    TEL：047－366—2834 

 

受講を希望される先生は下記の枠内にご記入の上、FAX にてお申し込みください。 

 

ふりがな 

氏  名                  医院名：                 

松戸歯学部     期卒 （                 大学歯学部卒） 

住所：〒                                       

E メールアドレス：                                  

TEL：                   FAX：                   
 

１．会場地図  http://www.bellesalle.co.jp/bs_kudan/image/shikihai.html 

２．講演終了後，講師を交えての懇親会を予定しております。 

認知症の食を支える基礎知識 

「認知症」は、2004年に「痴呆」から替わる呼称として世間に紹介され、一般の人々 にも予想以上に広く浸透された呼称となっています。広く浸透した理由の

一つに、「痴呆」という呼称のネガティブな印象があったように思います。「痴呆」の「痴」、「呆」は、「痴」は「おろか」、「くるう」という意味であり、「呆」

は「ぼんやり」、「魂の抜けた」という意味があります。 

「くち」は様々 な役割、機能を持つが、健康を維持する栄養面だけでなく、楽しく、美味しく、安全な食事、さらに人とのコミュニケーションに必要な会話や

感情表現を演出する役割もあり、特に高齢期において日常生活の中心的な機能として位置付けられています。近年、「くち」を守るケア方法、器具が数多く考案、

開発され、要介護高齢者の「くち」を取り巻く環境は改善の方向に向かっています。しかし、認知症の方の「くち」を取り巻く環境に、これらの恩恵が効果的に

届いない印象を受けます。その大きな原因の一つに、口腔のケア提供者の「認知症への理解不足」があるように感じます。当日は「食」を通して認知症について

会場の皆様と考えていきたいと思います。 

平野 浩彦 先生   経歴     日本大学松戸歯学部卒業 医学博士 

平成2年 東京都老人医療センター 歯科口腔外科 研修医 

平成3年 国立第二病院 口腔外科 研修医 

平成4年 東京都老人医療センター 歯科口腔外科主事、 

平成14年 同センター医長 

平成21年 東京都健康長寿医療センター研究所 専門副部長 

日本大学松戸歯学部非常勤講師 

日本老年歯科医学会理事・専門医・指導医 

日本応用老年学会理事  


